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平成２７年１０月１３日（火）１４１年目の神浦小学校，いよいよ最後の後期である半年間が始まりました。
４月からの前期は，例えば入学式や運動会などの学校行事や活動の一つ一つが全て「最後の」という形であり， 
「最高のものにしよう」という思いと，終わった後の「ああ，終わってしまった」というなんとも言えない喪
失感も感じました。密度が高く，充実しつつもあっという間に過ぎていった半年間であったように感じます。 

今日から始まるこの後期は前期以上に，過ぎ去る日々を短く感じ，矢のように過ぎ去る時間かもしれません。 
前期以上に様々な想いも高まってくることでしょう。ですが，閉校というゴールを見据えはしますが，そのこ
とに惑わされはしません。学校は幕を閉じますが，子ども達の人生はその後もずっとずっと続いていくのです。 
学校が閉校し，統合することで子ども達の環境は大きく変わります。環境が変わることは大変です。しかし， 
人の人生において変化がないことの方が珍しいのではないでしょうか。変化に柔軟に対応し適応できる力は，
これから先も含め，いつでも誰にでも必要なことです。 
 そのためにも今は，落ち着いて一日一日を大切にし，充実した学校生活を送らせること。ここ神浦小学校で
今，学ぶべきこと，身に付けるべきことをしっかりと確実に学び，身に付けさせることが大切だと考えます。 

神小っ子として，大いなる自信と誇りを培い自立を目指す教育活動を充実させ，新たなスタートへ向けて，
一人一人の子ども達をしっかり見つめ育てていきたいと思います。 

 
今朝の「後期始業式」では，次のことを柱に話をしました。 

悔いのない時間を過ごし， 

◎ビッグスマイル！ 自分の最高の笑顔を見つけ，輝かせよう！ 
そのために， 

○目的と目標をもって活動しよう！ 

○神浦小学校でしかできないことをやろう！ 神浦小学校だからこそできることをやろう！ 

○感謝の気持ちをもって，毎日を過ごそう！ 
  
神浦小学校に残された時間には限りがあります。そのかけがえのない時間，一分一秒を大切にしながら，心

からの笑顔いっぱいのゴールと，新年度４月からの希望に満ちた新たなスタートに向けて，充実した日々を丁
寧に積み重ねていきたいと思います。 
 本校最後の一日まで，どうぞ，ご支援・ご協力のほど，よろしくお願いいたします。 

 

  

“自己実現 自主自立  そして夢の実現” 


